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ヤングケアラーの現状と課題 

ヤングケアラーとは 

「ヤングケアラー」とは、両親のどちらかが離婚・死別によりいない、あるいは仕事などで忙しい場合、

子どもが介護を担わざるをえなくなる状況になり、要介護状態の家族のために大人が担うような介

護の責任を引き受け、家事や家族の世話、感情面のサポート（介護）も行っている子どもや若者

のことです。 

また、要介護状態の祖父母世代と同居している場合、親世代に代わり子ども世代が介護のサ

ポートをする・引き受けるという状況も増えています。 

 

ヤングケアラーの現状 

これら家族の介護により、友人関係が希薄になりがちで孤立してしまう、あるいは進学や就職を

断念せざるを得なくなってしまう、といったケースが頻発しており、ヤングケアラーをめぐっては、近年そ

の問題性が強く指摘されています。 

総務省の就業構造基本調査を独自に再集計し、家族を介護する 15歳～19歳は全国で 3

万 7100人（2017年時点）と推計（毎日新聞調べ）されています。 

さらに、大阪歯科大学と関西学院大学が 2016年に行った共同研究（大阪府の高校生約

5,200人を対象）では、高校生 20人に１人が家族の介護を行っている実情が明らかにされま

した。ケアの内容としては「家事」が最も多く、力仕事、外出時の介助・付き添い、感情面のサポー

トと続いており、直接的に行う介護だけでなく、多様なケアを担っていることが明らかになっています。 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

出典：濱島淑恵、宮川雅充「高校におけるヤングケアラーの割合とケアの状況－大阪府下の 

公立高校の生徒を対象とした質問紙調査の結果より－」『厚生の指標』2018,62(2)より作成 

介護相談窓口レポート №２ 
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また、学齢期の子どもの場合、最も深刻な問題は学業への支障です。特に、遅刻・早退・欠席は

非常に大きな問題で、不登校などに発展する場合も考えられます。 

介護負担による子ども達の学力・就学機会の制限や、さらに友人関係の乏しさを招くなど、社会

性の獲得にも大きな影響を与え社会的な孤立につながることも問題視されています。 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「藤沢市ケアを担う子ども（ヤングケアラー）についての調査≪教員調査≫報告書」 

日本ケアラー連盟（2017）より作成 

 

ヤングケアラー当事者の声 

「相談したところでどうせ誰にも理解されない。」 

うつ病とパニック障害の母を中学 2 年生から支えてきた S さんは、学生時代、教師や友人に相

談したことは無いと話します。担任教師と母を交えた三者面談でも異変に気付かれることは無く、

高校卒業後は車の整備士になる夢をあきらめ、他の選択肢を選んだと話します。 

（2020年 11月 4日 毎日新聞取材記事より） 

 

ヤングケアラー担当教員の声 

「年間で 10人ほどのヤングケアラーと出会う。」  

養護教諭の女性は、担任の協力を得たうえで、保健室での休息を提供したり宿題の量を配慮

したりしているが、「家庭の事情に介入する怖さ、不安を感じてしまう。どうしていいか分からない手

詰まり感がある」と話します。 

教員の知識・認識不足もあり、「ヤングケアラーを早期発見・支援したいが難しい」とスクールソー

シャルワーカーは話します。学校側がスクールソーシャルワーカーに相談するまでに時間がかかり、問

題がこじれてしまっている場合もあり、対応が難しい現状があります。 

（2020年 11月 4日 毎日新聞 取材記事より） 
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ヤングケアラーへの支援策 

地域や学校で認知されにくいことも、ヤングケアラーの問題を深刻化させている原因のひとつです。 

例えば、学校の教員は、気になる児童・生徒のことを「問題を抱えた子」や「困りごとのある子」と

いう認識はあるものの、家庭内のことはプライバシーの問題であることなどから十分に支援できない

状況にあります。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「藤沢市ケアを担う子ども（ヤングケアラー）についての調査≪教員調査≫報告書」 

日本ケアラー連盟（2017）より作成 

 

 

介護専門職から見たヤングケアラーの問題 

在宅介護を支援する要の職として介護支援専門員（ケアマネジャー）があります。 

このケアマネジャーは「利用者本人の介護をどう行うか？」という視点で判断しており、介護者の

問題に気付きにくいのが現状です。特にヤングケアラーになると介護支援専門員（ケアマネジャー）

も認識できていない場合も多く、家族の協力が出来ていると判断してしまうことが多いです。 

こうなると、だれからもどこからも気づかれることなくヤングケアラーの問題が深刻化してしまうことに

なります。 

NPO法人（介護者サポートネットワークセンター・アラジン）牧野史子理事長は「介護される側

だけでなく、介護する側にも目を向けることが大切になってきている。」と話します。 
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まとめ 

今回は、最近注目されている「ヤングケアラー」について取り上げました。 

「ヤングケアラー」の一つの特徴は、幼い頃から介護が日常にあり、自分自身でその現状に気づい

ていないところがあります。 

家事を手伝う良い子として周囲から認識されていることが多く、本人も家族もその現状に気づくこ

となく深刻化していることが多いです。進路選択や成績の変化など、気づくタイミングはいくつかありま

すが、それを教員が見過ごしてしまうと、後の人生にまで影響を与えてしまうことにもつながります。 

また、日本の義務教育では介護や育児を学ぶ機会は少なく、そのような場面に遭遇した時にどう

すれば良いか分からず、得られる情報だけで判断してしまうことが多く、大人ほど上手に情報を得る

ことが出来ません。 

18 歳未満の学生だけでなく、この現象は大学生にも見られます。退学や成績不振の背景には

このような問題が潜んでいる可能性があります。ヤングケアラーの大きな問題は、真面目な学生ほど、

家族を思い介護に携わり学業をあきらめてしまうことが多いことです。 

ヤングケアラーの早期発見・支援には、気になる学生には頻繁に声をかけ、相談できる体制を構

築し、学生にも介護などについて学んでもらう機会をつくることが重要です。 
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介護相談窓口の案内 

介護相談窓口にも、ヤングケアラーとして大学生活を送っている学生の相談がありました。 

しかし、本人は自分の状態について深刻にはとらえておらず、家族の介護を手伝うことを自分の

役割のように感じている状態でした。 

家族の介護を手伝うことが問題ではありませんが、その状態により、本人がやりたいと思うことや本

来の夢、学生時代にしか体験できない貴重な時間を失ってしまうなど、今後の人生において「後悔」

するようなことが無いよう支援する必要があります。 

介護相談窓口では、このような「ヤングケアラー」に関する相談や、「ヤングケアラー」自身からの相

談も受け付けています。 

Zoom によるオンライン相談も可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成者：介護相談窓口 介護アドバイザー  
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